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合
日

會 岳 山 本 日 55 1 月 三 年 一 十 和 昭

國

策

の

見

地

『
山
を
通
し
て
國
家
の
篤
め
に
』

國
際
槻
光
局
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
や
う
な

此
の
言
葉
は
佛
國
山
岳
會
の
モ
ツ
ト
ー
で

あ
る
。
俳
國
山
岳
會
の
創
立
が
聾
佛
戦
争

直
後
の
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
山
岳

會

一
つ
を
造
る
の
に
も
国
家
再
興
の
氣
概

に
溢
れ
て
ゐ
た
の
だ
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が

逢
る
′
ヽ
と
山
の
中
に
分
け
入
つ
た
畢
句

辿
り
つ
い
た
山
小
屋
の
壁
に
こ
ん
な
文
句

を
装
見
し
た
瞬
間
の
感
じ
は
、
正
直
の
と

こ
ろ
、
餘
り
楡
快
な
も
の
で
は
な
い
．
祀

国
の
た
め
な
ら
乾
パ
ン
喰
つ
て
鐵
砲
で
も

据

い
で
ゐ
る
方
が
よ
い
所
を
、
欧
洲
三
界

の
山
の
中
な
ど
を
放
浪
し
て
ゐ
る
身
の
上

に
は
何
と
し
て
も
餘
り
有
難
く
は
響
か
な

い
。
山
と
関
家
を
そ
れ
程
結
び
つ
け
な
け

な
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
な
ど
、　
一
理
屈

を
こ
ね
た
い
氣
に
も
な
る
詳
な
の
で
あ
る

併
し
考
へ
や
う
に
よ
つ
て
は
叉
こ
の
こ

つ
の
も
の
は
普
通
考
へ
る
程
に
は
懸
け
離

れ
て
い
な
い
も
の
ヽ
や
う
で
も
あ
る
。
何

れ
に
し
て
も
閾
家
の
政
策
が
山
岳
人
に
と

つ
て
相
常
重
大
な
開
係
を
持
つ
こ
と
は
今

日
の
時
勢
で
は
何
と
し
て
も
否
定
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
。

一
例
を
畢
げ
れ
ば
新
内
閣
の
賓
行
綱
領

の
一
限
日
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
電
力
統
制
の

如
き
そ
の
尤
な
る
も
の
だ
。
此
の
問
題
の

作
戦
本
部
の
靭
の
あ
る
内
閣
調
査
局
方
面

で
は
電
力
の
「
無
統
制
な
開
装
を
地
棄
し
ゝ

園
家
本
位
、
合
理
的
開
嚢
を
促
進
す
る
」
と

云
ふ
意
国
の
下
に
賞
際
政
策
の
樹
立
に
常

つ
て
ゐ
る
ら
し
く
考

へ
ら
れ
る
．
内
閣
調

査
局
の
政
策
の
基
調
が
園
家
経
済
の
立
場

に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
謂
ふ
迄
も
な

い
が
、
事
鼓
に
至
る
と
繊
々
と
し
て
も
、

水
力
電
気
の
統
制
が
、
単
に
水
力
資
源
の

統
制
や
、
電
賀
の
調
整
に
限
ら
る
べ
き
で

な
い
と
云
ふ
一
事
を
明
確
に
指
摘
し
て
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
力
の
開
装
が
自
然
保
護
の
問
題
と
衝

突
し
た
貴
例
は
枚
攀
に
違
な
い
が
、
そ
の

少
か
ら
ぬ
も
の
が
、
電
力
界
に
於
け
る
無

政
府
状
態
ゝ
水
利
椛
獲
得
の
鶯
め
の
乱
調

子
的
競
争
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
餘
り
に
も
川
知
の
事
貧
だ
。
従
っ
て
電

力
統
制
と
云
ふ
言
葉
か
ら
先
づ
我
々
が
自

然
を
無
統
制
な
破
壊
か
ら
救
ふ
こ
と
を
連

想
し
た
と
し
て
も
こ
れ
は
決
し
て
不
自
然

で
は
な
い
。

ま
た
、
図
策
の
樹
立
を
使
命
と
し
、
今

や
強
化
投
充
さ
れ
ん
と
し
つ
ヽ
あ
る
内
閣

調
査
局
の
如
き
立
場
と
し
て
は
、
問
題
を

宜
敷
此
虎
ま
で
投
げ
て
考

へ
る
べ
き
で
あ

ら
う
と
考

へ
る
。

我
々
は
日
本
の
自
然
が
、

一
電
力
含
祗

や

一
部
投
資
家
の
算
盤
の
矯
め
に
永
久
に

葬
り
去
ら
れ
る
こ
と
に
反
封
な
の
だ
。
従

っ
て
國
策
と
し
て
の
電
力
の
統
制
は
勿
論

國
誉
に
も
双
手
を
攀
げ
て
賛
成
で
あ
る
。

た
ヾ
、
関
家
の
政
策
が
経
済
の
み
に
立
脚

す
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
丈
け
は
此
の
際

明
確
に
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
．
國
家
百

年
の
大
計
よ
り
し
て
不
超
済
も
時
に
関
釜

で
あ
り
此
虎
に
こ
そ
綜
合
的
な
国
家
の
政

策
た
る
関
策
の
意
義
が
あ
る
と
考
へ
る
か

ら
で
あ
る
。
（
松
方
）

日
本
山
岳
蓋
協
會
の
創
立
に
就
て

日
本
山
岳
費
協
會
は
一
言
で
中
せ
ば
好

ん
で
山
を
描
く
書
家
の
業
国
で
あ
り
ま
し

て
、
今
迄
夫
れ
夫
れ
そ
の
道
に
精
進
し
て

居
た
人
々
を
横
に
連
ね
て
、
互
に
親
し
み

を
増
し
、
作
豊
に
も
装
表
に
も
便
宜
を
加

へ
、
鑑
賞
や
研
譜
の
機
を
多
く
し
や
う
と

い
ふ
や
ら
な
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

現
在
會
員
は
至
っ
て
少
敷
で
あ
り
ま
す

が
、
通
々
そ
の
敷
も
増
す
こ
と
を
期
待
し

て
居
ま
す
。
規
約
に

「
山
岳
を
巣
敬
愛
好

す
る
」
と
い
ふ
文
字
を
掲
げ
て
あ
り
ま
す

が
、
書
の
仕
事
で
す
か
ら
個
性
の
爺
重
す

可
き
は
勿
論
な
が
ら
、
さ
う
い
つ
た
気
持

が
無
け
れ
ば
殊
に
山
岳
書
と
い
ふ
や
う
な

藝
術
品
は
出
来
る
も
の
で
無
い
と
信
ず
る

の
で
あ
り
ま
す
。
山
岳
書
を
大
鎧
風
景
豊

の
一
種
と
見
て
も
、
そ
の
主
題
た
る
あ
の

大
地
の
高
揚
し
た
天
邊
の
氣
高
さ
、
批
大

き
、
不
思
議
さ
、
力
強
さ
、
そ
の
美
し
さ

に
は
、
又
格
別
の
も
の
が
あ
る
と
思
ひ
ま

す
。
又
そ
の
邊
に
、
特
に
日
本
人
に
候
つ

仕
事
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。

但
こ
ゝ
に
い
ふ
山
岳
豊
と
は
、
共
題
材

を
山
頂
と
か
山
中
と
か
狭
く
限
定
す
る
様

な
も
の
で
は
決
し
て
無
く
、
遠
望
も
山
麓

ｔ
其
他
総
谷
、
湖
沼
、
草
木
、
禽
獣
等
の

山
に
属
す
る
も
の
″
固
よ
り
ヽ
天
象
、
人

生
、
神
話
、博
説
の
類
ま
で
、
山
に
開
す
る

限
り
は
現
賃
非
現
貸
に
拘
は
ら
ず
包
合
さ

れ
て
然
る
ぺ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。

中

村

清

太

郎

斯
う
い
つ
た
會
は
既
に
存
在
し
て
居
て

い
ヽ
筈
の
も
の
と
も
思
は
れ
る
の
で
あ
り

ま
し
て
、
事
貧
随
分
前
か
ら
さ
う
い
ふ
話

は
折
に
鯛
れ
持
ち
上
つ
て
ゐ
た
の
で
し
た

が
、
同
志
も
少
な
く
兎
角
銘
々
の
仕
事
に

か
ま
け
て
中
々
貸
現
に
至
ら
な
か
つ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
最
近
熱
心
な
若
い
人
々
に

依
て
促
進
さ
れ
た
形
で
、
今
度
は
割
合
に

ス
ラ
ス
ラ
と
成
立
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
思

へ
ば
誠
に
自
然
の
勢
と
も
申
す
べ

き
で
あ
り
ま
せ
う
。

草
創
の
際
で
廣
く
會
員
を
求
め
る
連
も

無

い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
少
数
と
は

い
ヘ

現
在
の
會
員
中
に
は
、
夙
く
明
治
年
代
か

ら
山
岳
を
描
い
て
世
に
示
し
た
先
覺
者
も

居
ら
れ
、　
一
方
に
は
長
る
べ
き
前
途
を
有

す
る
年
少
の
作
家
を
合
み
、
又
後
見
と
い

ふ
や
う
な
役
廻
り
に
山
岳
費
に
は
因
縁
甚

だ
深
き
山
岳
文
學
の
老
先
達
を
煩
は
す
と

得
た
の
は
、
會
の
門
出
と
し
て
大
に
心
猥

い
感
が
致
す
の
で
あ
り
ま
す
．

展
覧
會
は
自
然
會
の
主
な
仕
事
で
、
今

の
所
本
年
初
夏
に
第

一
回
展
覧
會
を
催
す

豫
定
に
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、
未
だ
會
場

は
確
定
し
て
居
り
ま
せ
ん
。
何
れ
に
し
ろ

差
常
り
作
品
公
募
と
い
ふ
や
う
な
事
は
行

は
ず
、
先
づ
會
員
の
作
品
と
含
場
壁
面
の

許
す
限
り
會
員
外
の
同
志
の
作
品
と
を
陳

べ
や
う
と
い
ふ
方
針
で
あ
り
ま
す
．

日
本
山
岳
會
と
は

一
面
正
に
同
胞
の
會
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と
申
す
べ
き
も
い
で
も
あ
り
、
同
會
員
諸

賢
の
親
愛
を
希
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
．

次
の
規
約
は
草
案
で
す
が
略
確
定
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
山
岳
費
協
會
規
約

（
一
）
本
會
フ
日
本
山
善
費
協
會
卜
名
ク

（
二
〕本
會
ハ
山
岳
ヲ
禁
敬
愛
好
ス
ル
費
家

ヲ
以
テ
組
織
ス

（
三
）本
會

ハ
山
岳

二
開
ス
ル
維
喪
ノ
研
究

登
表
並
二
會
員
相
互
ノ
連
絡
親
睦
フ

固
ル
フ
以
テ
ロ
的
ト
ス

（
四
）本
會
ハ
通
常
ノ
時
期

二
會
員
ノ
製
作

セ
ル
山
岳
費
展
覧
會
ヲ
開
催
ス

（
五
）本
會
ハ
隔
月

二
會
員
會
ヲ
催
ス
、
時

宜

二
依
り
同
志
ノ
懇
談
會
ヲ
余
ヌ
ル

ヨ
ト
ア
ル
ペ
シ

（
六
）
本
會
ハ
會
員
ノ
外

二
顧
問
ノ
制
ヲ
設

タ

（
七
′ヽ會
員
中
ョ
リ
幹
事
若
干
名
ヲ
選
出
シ

會
務
二
常
ラ
ン
ム

（
八
）本
會
々
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
會
員

三
名
以
上
ノ
推
薦
ヲ
要
ス
、
但
入
會

ノ
許
否
ハ
會
員
ノ
決
議

二
依
ル
モ
ノ

ト

ス

（
九
′本
會
規
約
ノ
憂
更
其
他
ノ
重
要
事
項

ハ
會
員
會
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

（
十
）
會
員
會
ノ
決
議
ハ
仝
會
員
三
分
ノ
ニ

以
上
出
席
シ
其
ノ
出
席
者
三
分
ノ
二

以
上
ノ
同
意
フ
得
ル
コ
ト
フ
要
ス

ヘ
十

一
）
會
員
ハ
年
額
金
拾
式
同
ノ
含
費
ヲ

納
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
、
新
タ
ニ
入
會
ス

ル
者
ハ
入
會
金
五
同
ヲ
納
付
ス
ベ
ン

（
十
二
）會
員

ニ
ン
テ
本
會
ノ
趣
旨

二
反
ン

ス
ハ
會
費
納
付
ノ
義
務
ヲ
怠
リ
タ
ル

者
ハ
會
員
會
ノ
決
議

二
依
り
除
名
ス

南
洋
委
任
統
治
諸
島
の
山
々

ナ
フ
タ
ン
山

島

の
最
南
端
に
あ
る
丘
こ
の
附
近
に
土
人

の
奮
墓
地
が
あ
る
と
い
ふ
此
地
に
往
時
土

人
多
く
住
居
し
て
ゐ
た
と
博
ふ
現
在
は
全

く
住
居
若
が
な
い
。

ハ
グ

マ
ン
山

（
蛇
鰻
山
）

島
の
東
南
瑞
ラ
ウ
ラ
ウ
の
岬
角
を
形
成
す

る
と
こ
ろ
の
■
。

高

い
、
附
近

一
常
に
ザ
パ
ナ
ー
と
総
す
０

（
六
、
七
尺
も
あ
る
亡
の
一
種
）
禾
本
科

植
物
が
蜜
生
し
て
み
る
．
珊
瑚
礁
石
友
着

よ
り
成
り
鎗
い
岩
尾
根
を
形
成
し
て
ゐ
る

こ
の
山
頂
よ
リ
ガ
ラ
バ
ン
側
印
ち
西
方
に

は
緩
傾
斜
で
あ
る
が
、
東
面
は
多
く
の
断

崖
が
あ
り
険
絶
を
極
め
て
ゐ
て
人
を
近
づ

け
な
い
。

登
行
中
水
筒
の
要
な
く
喉
が
乾
け
ば
榔

子
の
賞
を
切
つ
て
そ
の
液
汁
を
飲
む
、
山

頂
を
除
く
の
外

一
帯
に
盛
な
る
熱
帯
林
の

繁
茂
を
見
る
、
私
は
大
二
十
四
年
十
月
十

四
日
に
登
行
し
た
が
、
全
く
中
腹
以
上
に

道
な
く
案
内
の
島
民
が
山
刀
を
振
つ
て
雑

水
を
切
り
開
き
つ
ヽ
行
つ
た
の
で
、
割
合

に
長
時
間
を
要
し
た
。

ガ
ラ
バ
ン
獲
　
　
　
午
前
　
七
―
○

タ
ポ
ー
チ
ヨ
山

　

同
　
一
一
―
三
〇

タ
ポ
ー
チ
ヨ
山
嚢
　
午
後
　
一
１
０

ガ
ラ
バ
ン
着
　
　
　
同
　
　
三
―
三
〇

カ
ロ
リ
ン
群
島
に
は
、
ト
ラ
ツ
タ
、
ポ

ナ
ペ
、
ク
サ
イ
、
ヤ
ツ
プ
、
パ
ラ
オ
等
割

合
に
大
き
な
島
が
あ
る
。
ト
ラ
ツ
ク
島
の

ラ
ロ
ケ
ン
山
（
春
島
に
あ
る
四

一
四
米
）

（
標
高
は
獨
逸
版
の
海
国
に
よ
る
）

ウ
イ
ボ
ツ
ト
山

（
水
曜
島
に
あ
る
四
二

ト
ロ
ウ
ン
山
（
夏
島
に
あ
る
三
六
六
米
）

ボ
ナ
ペ
島

の

ト

ロ
コ
レ
山
　
八
七
二
米

ト

ロ

ト

ム

山

ク
プ
リ
ジ

ョ
山

ナ
ン
キ
ヲ
プ
山
何
れ
も
約
六
〇
０
米

ク
サ
イ
島

の

フ
エ
ン
コ
ル
山
　
六
五
七
米

ベ
ー
チ
エ
山
　
　
五
四
二
米

欧
洲
職
乱
の
結
果
我
が
委
任
統
治
の
領

域
に
編
入
せ
ら
れ
た
南
洋
群
島
は
大
手
洋

中
に
散
在
す
る
六
百
有
餘
の
小
島
で
あ
る

が
、
之
を
大
別
し
て
マ
リ
ア
ナ
、
カ
ロ
リ

ン
、
マ
ー
シ
ヤ
ル
の
三
群
島
と
す
る
、
そ

の
内
マ
ー
シ
ヤ
ル
群
島
だ
け
は
海
披
最
高

約
二
―
四
米
位
の
環
礁
群
で
、
山
と
稿
す

べ
き
も
の
は
な
い
が
他
の
群
島
中
に
は
小

さ
い
な
り
に
山
む
相
常
あ
り
多
く
は
人
跡

の
絶
え
た
地
な
の
で
あ
る
。

マ
リ
ア
ナ
群
島
は
小
笠
原
列
島
の
南
に

績
き
富
士
火
山
帯
の
延
長
せ
る
も
の
、
最

北
端
の
ウ
ラ
カ
ス
は
金
島
繰
地
な
し
と
い

つ
て
よ
い
不
毛
無
人
の
活
火
山
島
で
、
之

に
績
き
弓
般
に
多
く
の
大
山
島
を
見
る
。

パ
ガ
ン
は
紺
大
き
く
南
北
二
座
の
噴
火

口
を
有
し
山
頂
の
物
凄
き
爆
裂
日
と
噴
順

と
を
洋
上
よ
り
望
見
し
得
る
。
サ
イ
パ
ソ

は
マ
リ
ア
ナ
の
主
島
で
占
領
常
時
軍
政
鷹

を
置
か
れ
た
と
こ
ろ
、
今
は
民
政
支
魔
が

あ
る
。
島
の
中
央
部
に
は
高
低
幾
つ
か
の

山
が
起
伏
し
て
ゐ
る
。
主
な
る
も
の
は
、

タ
ポ
ー
チ
ヨ
山

（
獨
逸
の
海
国
に
よ
る

標
高
　
四
六
六
米
　
日
本
水
路
部
に
よ
る

標
高
　
四
七
四
米
）

テ
プ
バ
ン
山

（
獨
逸
海
同
に
よ
る
標
高

（
三
二
七
米
）
以
下

獨
逸
版
海
国

四
太
琥
に
よ
り
列
記
す
れ
ば

マ
ー
ビ
山

島
の
最
北
端
に
あ
る
突
角
の
丘
。

行

方

沼

東

ヵ
ラ
ベ
ラ
山

（
偶
犠
山
）

島
の
北
端
カ
プ
ト
ロ

（
牛
岬
）
よ
り
南
約

四
キ
ロ
八
に
あ
る
タ
ナ
パ
ク
部
落
よ
り
約

ニ
キ
ロ
五
。

ビ
ト
ス
ヵ
ラ
ベ
山

カ
ラ
ベ
ラ
の
市
々
西
約

一
キ
ロ
に
あ
る
山

頂
岩
角
突
死
と
し
て
年
ゆ
西
麓

マ
ト
イ
ス

部
落
■
り
約

一
キ
ロ
八
。

ア
チ
ユ
ー
ゴ
山

ヵ
ラ
ベ
ラ
の
南
西
約

一
キ
ロ
に
あ
る
。

フ
ラ
イ
ラ
ン
ト
山

ガ
ラ
バ
ン
の
北
東
ニ
キ
ロ
に
あ
り
此
地
方

を
開
墾
し
た
人
の
名
を
山
名
と
し
た
も
の

と
い
ふ
。

フ
ア
ナ
ガ
ノ
山

ガ
ラ
バ
ン
の
東

一
キ
ロ
に
あ
る

フ
ア
リ
ピ
山

（
水
谷
山
）

ガ
ラ
バ
ン
の
東

一
キ
ロ
五
フ
ア
ナ
ガ
ン
の

南
東
に
あ
る
山
中
濃
分
多
く
土
地
常
に
漏

潤
し
て
ゐ
る
に
よ
つ
て
山
名
と
な
る
。

ロ
エ
ダ
山

タ
ポ
ー
チ
ヨ
の
西

一
キ
ロ
六
テ
プ
バ
ン
の

西
微
南
約

一
キ
ロ
に
あ
る
。

ダ
ン
ダ
ン
山

タ
ポ
ー
チ
ョ
ノ
南
微
西
約

一
キ
ロ
に
あ
る

ビ
ナ
ス
ヽ
山

（
女
の
乳
房
の
山
）

タ
ポ
ー
テ
ヨ
の
南
西
四
キ
ヨ
八
に
あ
る
女

の
乳
房
の
様
な
形
を
し
て
＋
坦
な
丘
上
に

突
起
し
て
ゐ
る
の
で
海
上

か
ら
好
目
標
に

な
る
。

″ ″

毯 鯰

タ
ポ
ー
テ
ヨ
山
は
ガ
ラ
バ
ン
市
街
よ
り

タ
ナ
パ
ク
部
落
に
通
ず
る
道
路
を
約
〇
・

八
キ
ロ
行
つ
て
右
折
し
、
フ
ア
ナ
ガ
ン
丘

の
下
に
達
し
そ
れ
よ
り
熱
帯
林
中
に
入
り

四
時
間
位
で
頂
上
に
逹
す
る
。
山
道
は
全

く
な
く
島
民
の
案
内
を
同
道
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
山
項
三
つ
に
分
れ
南
方
の
も
の
最
も

2

タポーチョ山嗅
力・ラ′ヽ・ンより
:915。
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メ
ー
テ
リ
ス
モ
ニ
ユ
ー
メ
ン
ト
山

五
三
〇
米

（
日
本
水
路
部
海
国
に
よ
れ
ば
フ
エ
ル

コ
ル
六
二
九
米
ベ
ー
チ
エ
五
九
二
米
と
あ

る
）
等
が
山
と
い
つ
て
よ
い
も
の
と
思
ふ

不
幸
に
し
て
ヤ
ツ
プ
、
パ
ラ
オ
の
山
の
記

で
あ
つ
て
、
私
は
南
島
の
海
軍
無
線
所
附

近
で
、
澤
山
之
を
探
集
し
た
。
こ
れ
は
本

州
中
部
山
地
の
高
山
植
物
同
様
に
學
術
上

の
貴
重
な
る
資
料
で
、
我
園
唯

一
の
産
地

散
乱
獲
を
禁
上
し
て
保
護
す
べ
き
も
の
と

考

へ
る
。

ク
サ
イ
島
の
フ
エ
ン
コ

ル
山
は
チ
ヤ
プ
ロ
ー
ル
港

の
直
上
に
突
冗
と
し
て
天

空
を
摩
す
様
小
さ
き
槍
ケ

岳
と
い
つ
て
決
し
て
過
言

と
思

ヽ
な
い
。
逢
か
の
洋

上
よ
り
最
も
顧
若
に
望
見

し
得
て
航
海
者

の
好
日
標

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
山

頂
は
痩
尾
根
で
井
角
露
出

し
南
洋
群
島
中
の

一
異
彩

で
あ
る
。
こ
の
山

へ
は

一

九

一
〇
年

（
明
治
四
十
三

年
）
獨
逸
探
険
除
が
登
行

し
た
と
い
ふ

こ

と

で

あ

る
●ベ

ー
チ
エ
山
の
頂
上
は

紺
廣
く
不
で
あ
る
。

ト
ラ
ツ
ク
島
の
山
は
多

く
熱
帯
樹
林
に
包
ま
れ
た

美
し
い
も
の
で
所
々
に
鮮

緑
色
の
サ
パ
ナ
ー
地
帯
が

望
見
し
得
ら
れ
る
。

ラ
ロ
ケ
ン
山
に
は
山
頂
樹
木
な
く
山
腹

に
は
大
滞
水
が
あ
り
又
山
中
に
高
さ
三
米

巾

三
米
の
ウ
イ
ダ
ン
の
瀧
が
あ
る
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。

ポ
ナ
ペ
一島
の
ト
ロ
コ
ン
山
Ｈ
は
こ
の
自
“
の

最
高
峯
で
あ
つ
て
群
島
中
の
最
高
峯
で
も

録
が
手
許
に
見
常
ら
ぬ
が
パ
ラ
オ
本
島
に

は
マ
ケ
ル
ル
山
、
ウ
ン
ケ
ン
ウ
山
、
エ
キ

ガ
ロ
ウ
ト
山
等
が
あ
る
。
只
ャ
ツ
プ
、
パ
ラ

オ
雨
島
で
特
記
す
べ
き
は
こ
れ
ら
の
丘
陵

上
に
食
虫
植
物
と
し
て
有
名
な

『
ウ
ツ
ボ

カ
メ
ラ
』
の
群
落
が
盛
に
見
出
せ
る
こ
と

!918   ゛
・クサイ.フェンコル山

チヤプロ~ル 港にて

ヽ
―

ヽ

ヽ

あ
る
。
山
頂
は
同
頂
形
で
鬱
蒼
た
る
樹
木

が
山
全
強
を
包
ん
で
ゐ
る
。
こ
れ
よ
り
北

西
、
市
西
北
北
東
に
向
つ
て
山
詠
を
派
出

し
ト
ロ
ト
ム
、
ク
プ
リ
ジ
ヨ
、
ナ
ン
キ
ヲ

プ
等
を
起
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
山
間
に

は
幾
多
の
鉛
谷
を
蔵
し
小
規
模
と
は
い
ヽ

人
跡
大
路
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

以
上
我
が
南
洋
群
島
の
主
な
る
山
を
書

い
た
が
こ
れ
ら
は
皆
島
そ
の
も
の
ヽ
狭
い

の
に
件
つ
て
高
い
の
は
な
い
が

一
面
か
ら

見
れ
ば
島
全
畿
が

一
つ
の
山
を
形
成
し
て

ゐ
る
と
考

へ
て
差
支
な
く
平
坦
の
地
と
て

は
極
め
て
少
い
の
で
あ
る
．
タ
サ
イ
、
ポ

ナ
ペ
等
の
山
地
に
は
玄
武
岩
の
露
出
す
る

虎
を
多
く
見
か
け
た
、
大
古
の
火
山
が
陸

地
の
潮
次
沈
下
に
従
つ
て
わ
ず
か
に
海
上

に
残
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

私
は
サ
イ
パ
ン
島
に
一
年
牛
ほ
ど
居
た

そ
の
後
辮
で
二
三
同
群
島
中
を
巡
つ
て
歩

い
た
だ
け
で
山
の
こ
と
に
つ
い
て
も
詳
細

は
剣
っ
て
ゐ
な
い
が
、
そ
の
概
念
だ
け
で

も
と
思
つ
て
書
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。

◇
會

員

通

信
◇

灘
ス
キ
ー
場

前
略
二
月
初
め
散
里
の
近
く
の
灘
ス
キ

ー
場

（
京
都
府
北
幸
川
郡
鶴
ケ
岡
村
）

ヘ

行
つ
て
参
り
ま
し
た
、
同
地
は
舞
鶴
要
塞

地
匡
に
近
い
篤
に
参
議
本
部
の
地
固
も
な

く
交
通
も

一
寸
不
便
な
山
奥
で
す
が
、
近

く
に
京
都
府
で
一
番
高
い
千
米
級
の
頭
布

山
も
あ
り
、
面
白
い
二
日
を
何
時
に
憂
断

ず
途
り
ま
し
た
、
そ
れ
は
兎
に
角
と
し
て

私
は
こ
ゝ
の
通
稗
二
本
松
の
近
く
で
所
調

雨
側
雲
庇
を
見
ま
し
た
、
話
に
は
聞
い
て

居
ま
し
た
が
賞
物
は
初
め
て
で
す
、
又
慶

應
の
登
高
行
工
数
で
最
近
も
刺
戦
さ
れ
て

居
ま
し
た
の
で
お
報
せ
致
し
ま
す
。
西
向

登
り
の
、
傾
斜
度
約
十
度
幅
約
二
米
の
木

も
岩
も
な
い
コ
ン
ペ
ツ
タ
ス
な
尾
根
の
雨

側
に
あ
り
ま
し
た
、
型
は
雨
側
と
も
よ
く

似
て
を
り
雲
庇
に
し
て
の
突
き
出
し
の
あ

る
部
は
比
較
的
少
く
（
約

一
米
牛
）
他
は
そ

・の雨
側

へ
（
尾
根
の
上
下
へ
）
雲
墨

（
こ
ん

な
言
葉
が
あ
る
か
ど
う
か
は
存
じ
ま
せ
ん

が
）
と
し
て
績

い
て
を
り
（
敷
米
）
高
さ
は

一
番
高
い
所
で
約
牛
米
、
硬
度
は
ス
キ
ー

で
踏
み
つ
ぶ
せ
る
程
度
で
し
た
、
簡
獅
方

の
切
断
面
を
し
ら
べ
‐て
み
た
り
、
又
概
箇

所
の
風
向
き
を
考
く
て
見
て
多
分
同
時
に

姜
生
し
た
も
の
と
思
ひ
ま
し
た
パ
谷

博
）

日
本
山
岳
薔
協
會
成
立

（
前
略
）
陳
者
今
回
同
志
相
固
り
日
本
山

岳
費
協
會
を
結
成
致
候
本
會
は
山
岳
を
崇

敬
愛
好
す
る
書
家
を
以
て
組
織
し
山
岳
に

開
す
る
紺
費
の
研
究
資
表
並
に
會
員
相
互

の
連
絡
親
睦
を
固
る
を
以
て
目
的
た
致
す

も
の
に
有
之
通
常
の
時
期
に
會
員
及
び
同

志
の
製
作
せ
る
山
岳
豊
展
覧
會
を
開
催
可

仕
先
づ
今
年
初
夏
の
候
に
第

一
回
展
覧
會

な
催
す
豫
定
に
有
之
候

委
細
は
重
ね
て
御
洒
報
可
申
上
候
へ
共

不
取
敢
右
御
諒
知
を
得
度
く
如
此
御
座
候

敬
具

昭
和
十

一
年
二
月

日
本
山
岳
費
協
會

含
員
　
足
立
源

一
郎

茨
木
猪
之
吉

石
井
　
鶴
三

石
川
　
滋
彦

小
菅
　
徳
ニ

丸
山
　
晩
霞

中
村
清
太
郎

染

木
　
熙

武
井
　
員
澄

吉

田
　

博

顧
問
　
小
島
　
久
六

藤
木
　
九
二

（
事
務
所
　
爽
木
猪
之
吉
方
）

М
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園
型
天
幕

一
試
作
品

爺
々
岳
に
登
る
盤
に
繊
々
東
大
山
岳
部

で

一
張
り
の
同
型
天
幕
を
造
り
ま
し
た
。

之
は
東
大
白
頭
山
遠
征
除
で
使
用
さ
れ
た

も
の
を
大
畿
路
襲
し
た
も
の
で
す
。
此
の

種
天
幕
の
来
歴
の
こ
と
や
蒙
古
人
の
包
の

こ
と
な
ど
は
宮
崎
氏
が
詳
し
く
書

い
て
ゐ

ま
す
し
、
―
ケ
ル
ン
十

一
月
―
此
の
天
幕

の
設
計
を
す
る
時
に
、
ラ
ッ
ト
レ
ッ
ヂ
の

本
（
一
九
二
三
年
）
に
一
頁
足
ら
ず
書
か
れ

て
ゐ
る
の
を
讀
ん
だ
こ
と
で
し
た
が
、
知

り
度
く
思
ふ
所
が
ど
う
し
て
も
十
分
の
み

こ
め
な
か
つ
た
こ
と
を
考

へ
て
、
私
は
た

ヾ
、
我
々
の
造
つ
た
同
型
天
幕
（＞
８
Ｌ
ｏ

↓
８
０
は
ど
ん
な
も
の
か
と
云
ふ
こ
と
及

び
我
々
の
使
用
の
組
瞼
と
を
、
言
葉
ど
紺

と
で
出
来
る
限
り
剣
つ
て
頂
け
る
様
に
書

い
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

そ
の
構
造
と
大
き
さ
と
は
大
盤
第

一
日

第
二
日
の
様
で
す
．
補
足
的
の
説
明
を
附

け
加
へ
ま
せ
ぅ
。
我
々
は
五
人
用
の
天
幕

の
つ
も
り
で
造
つ
た
の
で
し
た
。
五
人
で

農
る
の
が
可
な
り
窮
窟
で
、
そ
れ
以
上
は

到
底
業
に
は
長
ら
れ
な
い
と
思
つ
た
こ
と

で
す
。
然
し
壁
の
ま
は
り
に
九
人
が
並
ん

で
坐
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
出
来
ま
し
た
。
牛

征
が
四
尺
な
の
に
高
さ
は
中
で
立
て
る
位

に
卸
ち
五
尺
七
寸
と
し
ま
し
た
の
で
、
此

の
天
幕
は
牛
球
形
と
云
ふ
よ
り
は
寧
ろ
中

央
ア
フ
リ
カ
の
マ
サ
族
の
辻
る
泥
小
合
の

様
な
招
弾
型
の
趣
を
塁
し
て
ゐ
ま
す
。
直

征
と
高
さ
と
が
此
の
様
な
割
合
で
あ
る
こ

と
は
、
強
い
風
に
封
し
て
耐
え
う
る
で
あ

ら
う
か
と
我
々
を
心
配
さ
し
た
の
で
す
が

千
四
百
米
餘
の
火
口
原
の
一
端
で
張
つ
た

時
に
は
ゝ
深
い
雲
に
埋
め
ら
れ
て
こ
ん
な

恰
好
で
あ
る
事
が
反
つ
て
雲
に
押
し
狭
め

ら
れ
た
り
痛
め
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と

か
ら
救
つ
て
呉
れ
ま
し
た
。
難
澁
を
極
め

た
出
入
の
こ
と
の
外
は
、
雪
に
埋
も
れ
て

ゐ
る
舶
で
は
何
の
心
配
も
な
く
天
幕
は
極

め
て
丈
夫
で
あ
り
安
定
し
て
ゐ
ま
し
た
。

形
の
壊
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
は
り
の
幾

ら
か
凍
つ
た
雲
の
壁
は
大
憂
良
好
な
背
の

も
た
れ
と
な
り
、
業
な
姿
勢
で
居
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
す
。

天
幕
の
骨
組
み
は
八
本
と
し
、
そ
れ
ら

は
天
幕
の
頂
難
で
軸
に
穿
か
れ
た
孔
に
差

込
ま
れ
ま
す
。
各
骨
は
三
枚
張
り
の
竹
製

で
三
本
維
ぎ
に
し
ま
し
た
。
（第
二
日
）
此

の
竹
に
天
幕
を
し
ま
ふ
時
に
は
ひ
ど
い
瀑

気
の
た
め
に
張
り
合
せ
の
糊
が
は
が
れ
て

了
ひ
蒻
い
ヽ
な
ノ
ヽ
し
た
も
の
に
な
つ
て

ゐ
ま
し
た
。

此
の
仕
掛
け
の
フ
レ
ー
ム
で
は
心
も
と

な
い
の
で
、
強
い
風
に
耐
え
う
る
様
に
、

十

一
本
の
細
が
張
れ
る
様
に
し
た
の
で
す

頂
難
の
軸
に
三
個
、
八
つ
の
稜
の
丁
魔
肩

の
邊
り
―
不
正
確
な
云
ひ
方
で
す
が
―
に

夫
々
ナ
ス
カ
ン
を
附
け
ま
し
た
。
綱
の
一

端
を
一
尺
餘
り
の
杭
の
中
央
に
結
び
つ
け

て
置
き
、
杭
を
堅
く
踏
ん
だ
雲
の
中
へ
深

く
固
定
し
て
か
ら
、
綱
は
此
の
ナ
ス
カ
ン

り
細

し
て
引
き
じ
め
る
の
で
す
。
こ
の
張

は
天
幕
を
極
め
て
丈
夫
な
も
の
と
し

た
。
そ
れ
か
ら
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
、

一
尺
二
寸
の
ツ
パ
型
に
外
方
に
出
さ

ゐ
て
、
八
角
形

の
各
角
々
に
も
亦
杭

て 巾 し

を
打
ち
こ
む
様
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
ッ
パ

型
の
布
は
例
の
雲
な
ど
載
ぜ
風
の
は
ら
む

の
を
防
ぐ
布
で
す
。
杭
を
こ
の
様
に
打
つ

と
、
天
幕
は
宛
か
も
雪
の
上
に
釘
附
け
に

さ
れ
、
縛
り
つ
け
ら
れ
た
か
の
様
で
す
。

第
　
一
　
日

あ
り
ま
す
。
こ
の
布
の
内
側
で
各
稜
に
常

る
と
こ
ろ
に
紐
を
附
け
、
フ
レ
ー
ム
を
縛

り
つ
け
ま
す
。
内
側
の
布
は
白
金
布
牛
防

水
、
之
は
ハ
ト
メ
を
通
し
て
輸
に
な
つ
た

紐
を
次
々
に
く
ゞ
ら
せ
て
ゆ
く

や
り
方

で
、
フ

レ
ー

ム
に
張
り
付
け
て
ゆ
き
ま

す
。
こ
の
鶯
に
は
輸
型
の
紐
に
細
い
導
き

紐
を
つ
け
て
之
を
内
側
の
布
の
ハ
ト
メ
に

豫
め
通
し
て
置
き
、
抜
け
な
い
様
に
先
端

に
は
金
輪
を
結
び
ま
し
た
。
此
の
導
き
紐

は
天
幕
の
中
に
ゐ
る
時
、
食
器
や
鉛
筆
を

第
　
二
　
固

張
り
御

レ

ー
ム

側
の
争

０
　
上ヤ
ー

ャ

ス

●

ン

し

ば

つ
た
り
、

手
袋
や
手
巾
を
掛
け
る

こ
と
が
出
来
て
、
中
々
愛
敬
の
あ
る
存
在

で
し
た
。
内
側
の
布
を
張
る
た
め
に
組
を

用
ひ
る
の
は
餘
り
感
心
し
な
い
と
思
ひ
ま

す
。

フ
レ
ー
ム
を
組
み
立
て
ヽ
ゆ
く
時
に
、
此

ら
の
紐
は
錯
雑
を
極
め
る
の
で
す
。
内
側

の
布
は
別
に
し
て
置
き
、
ス
ナ
ツ
プ
の
如

き
も
の
で
簡
単
に
止
め
る
だ
け
で
い
、
と

思
ひ
ま
す
。
此
の
天
暮
は
架
設
作
業
中
々

簡
単
で
は
な
く
、
張
る
だ
け
に
一
時
間
近

く
を
要
し
た
こ
と
で
し
た
．

出
入
日
は
高
さ
三
尺
、
二
重
に
な
つ
て

ゐ
ま
す
。
内
側
の
布
は
、
巾

二
尺
五
寸

の

矮
形
の
カ
ー
テ
ン
式
、
繭
側
を
ス
ナ
ツ
プ

で
貿
め
、
開

い
て
あ
る
時
は
上

ヽ
ま
く
リ

‐ ‐ ‐ ‐
“

~― ― ‐
)

鷺

（
―
―
・

ュ
品

サ

再
側

の
キ

雲
に
埋
も
れ
る
迄
の
二
日
間
の
か
な
り
の

風
に
も
十
分
耐

へ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
天
幕

を
と
り
か
た
づ
け
る
時
に
な
つ
て
見
る
と

上
記
二
つ
の
耐
風
の
仕
掛
け
は
大
暦
厄
介

な
代
物
で
し
た
。
す
べ
て
の
細
は
先
づ
切

断
し
て
了
ひ
ま
し
た
が
、
例
の
ツ
パ
型
は

み
出
し
布
の
矯
に
は
、
深
く
堅
い
雲
を
掘

り
投
げ
ね
ば
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

天
幕
は
二
重
の
布

か
ら
成

つ
て
居
ま

す
。外
側
は
縁
色
の
風
を
通
さ
な
い
布
、グ

ラ
ン
ド
シ
ー
ト
は
此
の
布
に
絶
ひ
つ
け
で え

ｏ
ｏ
‐
‥
―
‐
‐
）
０
●
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上
げ
て
置
く
の
で
す
。
外
備
の
布
は
五
寸

の
高
さ
の
間
布
の
上
に
、
逆
丁
字
形
に
切

り
ま
し
た
。
閉
め
る
の
は
二
重
に
か
さ
ね

て
輪
型
の
紐
を
く

，
ら
せ
て
ゆ
く
仕
方
で

す
。
更
に
此
の
外
側
に
、
や
ヽ
上
か
ら
か

ぶ
り
布
を
つ
け
る
。

之
だ
け
で
十
分
風
は
防
ぎ
得
る
と
思
ひ

ま
す
、
然
し
今
度
の
場
合
は
出
日
は
完
全

に
彗
の
下
な
の
で
、
出
入
り
の
度
毎
に
天

第
　
四
　
同

幕
の
中
は
雪
ま
み
れ
と
な
り
ま
し
た
。
此

の
様
な
状
態
で
は
関
布
と
か
ぶ
り
布
と
で

は
雪
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
、
反
つ
て

逆
効
果
を
も
つ
に
至
る
の
で
す
。
寧
ろ
か

な
り
の
大
き
さ
の
天
幕
で
あ
れ
ば
、
か
ぶ

り
布
を
発
達
さ
せ
て
、

一
種
の
玄
開
を
形

入
口
を
は
つ
き
り
〓
つ
に
分
け
て
天

に
雲
の
入
る
の
を
防
ぐ
や
り
方
が
完

金
な
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

沌
氣
筒
。
第
二
間
の
様
な
プ
リ
キ
製
の

通
氣
筒
を
天
幕
の
頂
鮎
に
装
置
し
ま
し
た

之
は
外
か
ら
差
込
み
そ
の
向
き
は
内
側
か

ら
廻
す
の
で
す
。
遇
風
の
訓
節
の
鴛
に
は

別
に
開
閉
辮
を
設
け
ず
通
常
に
内
部
か
ら

タ
オ
ル
を
押
し
込
ん
で
栓
と
し
ま
し
た
。

恒
風
の
時
に
は
此
の
様
式
の
通
氣
筒
で
は

開
け
ば
直
ち
に
汚
れ
た
空
気
を
逃
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
が
ヽ
風
向
き
が
少
し
憂
る

と
雲
が
つ
ま
つ
て
し
ま
つ

た
り
、
又
筒
と
木
軸
と
の

間
が
凍
り
っ
い
て
動
か
な

く
な
り
た
り
、
融
け
た
水

滴
が
ポ
タ
′
ヽ
と
垂
れ
て

来
た
り
し
ま
し
た
。
此
の

種
の
通
氣
筒
は
か
な
り
の

熱
を
奪
は
れ
る
と
し
て
も

大
し
て
寒
さ
を
感
ず
る
こ

と
な
し
に
換
氣
じ
う
る
の

で
必
要
な
も
の
だ
と
思
ひ

ま
す
。
が
上
記
の
如
き
快

陥
を
補
ふ
鴛
の
工
夫
が
更

に
要
る
と
思
は
れ
る
の
で

す
。
筒
の
大
き
さ
は
も
つ

と
小
さ
く
て
十
分
だ
と
考

へ
ま
す
。

窓
な
し
、
セ
ル
ロ
イ
ド
縫
ひ
込
み
の
窓

を
附
け
る
つ
も
り
で
、
さ
て
場
所
を
何
虎

に
し
や
う
か
と
色
々
考

へ
た
揚
句
、
窓
を

あ
け
た
く

な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で

す
、
何
と
云
つ
て
も
窓
は
必
要
で
す
、
出

入
り
の
不
自
由
な
天
幕
の
中
で
外
の
見
え

な
い
事
は
大
憂
苦
痛
で
し
た
ｏ

カ
タ
テ
ル
モ
メ
ー
タ
ー
の
測
定
に
よ
つ

て
も
此
の
夫
幕
は
可
な
り
の
保
温
力
を
有

す
る
様
で
し
た
。
然
し
、
融
け
た
雲
、
炊

事
の
度
の
水
蒸
氣
な
ど
の
た
め
に
天
幕
の

内
面
は
じ
つ
と
り
と
漏
り
、
牛
防
水
の
金

布
の
内
張
り
は
ぐ
つ
ち
よ
り
と
濡
れ
て
、

屋
々
つ
ら
ヽ
と
な
つ
た
リ
ポ
タ
リ
′
ヽ
と

水
滴
が
垂
れ
る
こ
と
さ
へ
あ
り
ま
し
た
。

雲
、
風
、
寒
さ
に
耐
え
る
も
の
と
し
て

此
の
様
式
の
天
幕
は
優
れ
た
も
の
と
思
ひ

ま
す
が
、
次
の
諸
鮎
は
更
に
改
良
と
工
夫

と
を
要
す
る
と
思
ひ
ま
す
。

フ
レ
ー
ム
を
破
損
し
難
く
ユ
つ
軽
く
す

る
鴛
に
材
料
、
形
を
考

へ
る
こ
■
。

人
口
の
改
良
、
通
氣
筒
の
恰
好
、
窓
、

緑
色
の
布
地
は
中
が
少
し
暗
す
ぎ
る
等
。

最
後
に
比
の
天
幕
は
総
重
量
三
貫
五
百

外
側
の
布
三
二
薔
五
分
、
内
側
の
布
三
〇

稲
五
分
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
九
碍
五
分
を

要
し
た
こ
と
を
中
し
そ
え
て
置

き

ま

せ

ぅ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
太
郎
）

◇
　
　
　
◇

地
元
の
純
情

こ
の
各
の
始
め
自
馬
へ
行
つ
た
時
、
久

し
振
り
で
封
山
館
を
訪
ね
百
瀬
ぎ
ん
に
御

無
沙
汰
を
詑
び
乍
ら
大
澤
小
合
の
近
く
に

眠
る
我
が
岳
友
の
墓
の
様
子
で
も
聴
き
た

い
と
、
大
糸
線

へ
の
時
間
を
利
用
し
て
も

う
数
年
も
歩
い
た
こ
と
の
な
い
大
町
の
通

り
を
歩
い
て
行
つ
た
。
封
山
館
の
前
ま
で

木
る
と
日
常
り
の
い
ヽ
玄
開
発
で
大
根
を

珠
敷
つ
な
ぎ
に
締
は
へ
て
ゐ
た
男
が
突
然

立
上
り
鉢
巻
を
と
つ
て
懐
し
さ
う
に
近
寄

っ
て
来
た
。

そ
の
男
は
七
八
年
前
僕
が
學
校
の
連
中

敷
名
と
自
馬
か
ら
叙
の
方
へ
越
え
た
時
行

を
共
に
し
た
人
夫
の
Ｎ
で
あ
つ
た
．
人
の

好
い
又
よ
く
働
ら
く
男
で
僕
も
常
時
の
山

族
を
想
ふ
度
に
鉢
咎
を
し
た
彼
の
人
の
良

さ
そ
う
な
純
朴
な
顔
を
思
ひ
起
す
の
で
あ

つ
た
。
随
分
長
く
會
は
な
い
の
に
矢
張
り

未
だ
御
互
ひ
に
忘
れ
な
い
で
ゐ
た
の
か
と

何
だ
か
嬉
し
い
様
な
気
が
し
た
．

恐
ら
く
僕
等
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
の
こ
と

で
は
あ
る
ま
い
と
考

へ
ら
れ
る
の
だ
が
、

山
登
り
を
愛
す
る
者
は
山
登
り
の
行
矯
そ

の
も
の
を
愛
す
る
と
共
に
そ
の
山
麓
の
人

情
と
か
風
習
と
い
つ
た
様
な
も
の
に
も
亦

少
か
ら
ず
心
を
惹
か
れ
る
に
違
ひ
な
い
。

賓
際
僕
逹
は
過
去
の
山
族
を
回
想
す
る
魔

に
そ
の
山
麓
の
村
人
達
や
行
を
共
に
し
た

人
夫
衆
の
純
』県
さ
訥
朴
さ
を
何
回
と
な
く

心
に
描
く
の
で
あ
る
．
物
質
文
明
の
氾
濫

し
た
祗
會
に
見
る
こ
と
の
出
来
ぬ
山
人
の

純
情
さ
に
心
を
打
た
れ
た
紅
瞼
は
、
極
め

て
最
近
登
山
を
始
め
た
と
い
ふ
人
逹
で
な

い
限
り
殆
ん
ど
大
抵
の
登
山
家
が
持
つ
て

ゐ
る
貴
い
組
瞼
の
一
つ
で
あ
る
。

南
北
ア
ル
プ
ス
は
勿
論
上
越
で
も
秩
父

で
も
そ
の
山
麓
、
登
山
口
に
は
「
山
」
に
来

た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
何
物
よ
り
も

美
し
く
草
い
純
情
が
数
年
前
ま
で
は
至
る

虎
に
あ
つ
た
。
登
山
者
は
山
の
中
や
そ
の

麓
で
村
の
人
達
に
行
き
會
ふ
と
何
時
で

，

心
か
ら

「
今
日
は
」
と
か
「
御
人
事
に
」
ル

か
挨
拶
を
交
は
す
こ
と
が
出
来
た
。
だ
ボ

現
在
は
ど
う
で
あ
ら
う
。
僕
は
「
今
日
は
」

と
挨
拶
し
た
後
で

「
あ
ヽ
言
ふ
ん
じ
や
な

A,nqM
存御|の市―‐‐一‐
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◇

か
つ
た
。
獣
つ
て
ゐ
た
方
が
よ
か
つ
た
。」

と
自
分
で
自
分
を
嘲
り
た
い
様
な
パ
ツ
の

悪
い
憂
な
思
ひ
を
、
こ
ヽ
三
、
四
年
幾
度

繰
り
返

へ
し
た
か
剣
ら
な
い
。　
エ
ト
ラ
ン

ゼ
の
氣
持
で

「
今
日
は
」
と
挨
拶
し
て
も

村
の
人
逹
は
心
の
扉
を
開
か
う
と
し
な
い

時
に
は
微
か
な
敵
意
を
さ
へ
示
し
て
こ
の

侵
入
者
を
警
戒
し
て
ゐ
る
様
に
僕
の
限
に

は
映
る
の
だ
。
こ
れ
は
果
し
て
僕
の
僻
み

で
あ
ら
う
か
。
或
は
そ
ん
な
セ
ン
チ
メ
ン

タ
リ
ズ
ム
が
今
時
適
用
す
る
も
ん
か
と
嘲

ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
．
ホ
テ

ル
が

建
て
ら
れ
ド
ラ
イ
ヴ
ウ
ェ
ー
が
開
か
れ
た

今
日
の
山
と
数
年
前
の
山
と
が
同
じ
で
あ

っ
て
堪
ま
る
も
の
か
と
言
ふ
人
も
あ
ら
う

山
麓

の
人
情
の
憂
る
の
も
寧
ろ
常
然
鋤
ぎ

る
営
然
か
も
知
れ
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
を

考

へ
る
と
も
な
く
考

へ
て
ゐ
る
時
、
何
と

い
ふ
皮
肉
か

「
鹿
島
鑓
の
勇
者
、
地
元
の

純
情
を
蹂
躙
」
な
る
大
標
題
の
あ
る
夕
刊

を
友
人
か
ら
見
せ
つ
け
ら
れ
て
、
賞
際
の

と
こ
ろ
僕
は
驚
く
よ
り
苦
笑
せ
ぎ
る
を
得

な
か
つ
た
。「
地
元
の
純
情
を
蹂
躙
は
よ
か

つ
た
ね

一
盤
今
蹂
躙
さ
れ
る
様
な
純
情
が

残
つ
て
ゐ
る
の
か
い
」
と
僕
は
夕
列
を
見

て
心
配
し
て
ゐ
る
友
に
言
葉
を
返
へ
さ
ざ

る
を
得
な
か
つ
た
の
だ
。

先
月
琥
の
會
報
に
松
方
氏
も
書

い
て
ゐ

た
如
く
か
ヽ
る
記
事
を
書
か
れ
た
早
大
の

連
中
こ
そ
好
い
面
の
皮
で
、
営
時
早
大
先

輩
国
の
中
に
さ
へ
火
の
無

い
所
に
煙
は
立

た
ぬ
と
言
ふ
様
な
論
法
で
學
生
を
詰
つ
た

人
が
あ
つ
た
位
だ
か
ら
何
も
知
ら
な
い
新

聞
の
讀
者
等
は
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
な
ん
て
酷

い
こ
と
を
す
る
も
ん
だ
な
あ
と
思
つ
た
に
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違
ひ
な
い
。

此
の
欄
で
早
大
の
た
め
に
辮
解
し
よ
う

と
い
ふ
の
で
は
な
い
が
、
常
時
の
事
情
を

調
べ
て
み
る
と
今
後
ア
タ
ン
デ
ン
ト
を
起

し
た
場
合
、
常
事
者
は
勿
論
そ
の
救
援
作

業
に
従
事
す
る
人
々
は
餘
程
惧
重
に
冷
静

に
そ
し
て
時
に
は
小
利
巧
に
さ
へ
立
廻
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た

遭
難
救
助
機
開
が
確
立
さ
れ
た
ら
こ
ん
な

不
快
な
心
配
も
不
要
と
な
る
だ
ら
う
が
、

そ
れ
ま
で
は
赫
な
こ
と
で
も
地
元
の
一
部

の
人
々
に
対
し
て
は
惧
重
さ
を
失
は
ぬ
様

に
努
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
今
度
の
早
大
事

件
を
洒
じ
て
見
て
も

「
地
元
の
純
情
」
は

餘
り
に
も
失
は
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
様
に
僕
に

は
思
は
れ
た
。
宿
屋
や
山
小
舎
や
案
内
人

は
好
き
ヤ
道
業
で
や
つ
て
ゐ
る
ん
じ
や
な

い
と
い
ふ
事
が
剣
り
切
つ
て
ゐ
る
と
は
云

ふ

も

の

の

…

…

．

汽
車
が
開
通
し
一
泊
十
日
と
か
い

奢

な

部

屋

を

有

す

る

山

小

合

が

出

来

る

に

な

つ
た

今

日

そ

れ

も

こ

れ

も

止

む

を

な
い
獲
展
の
結
果
か
も
知
れ
ぬ
が
果
し
て
一

こ
れ
で
好

い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
大
町
に

も
四
谷
に
も
細
野
に
も
僕
の
親
し
い
そ
し

て
好
き
な
人
々
が
居
な
い
こ
と
は
な
い
。

い
や
居
な
い
ど
こ
ろ
か
随
分
御
厄
介
を
か

け
た
恩
人
も
ゐ
る
。
に
も
拘
ら
ず

「
ど
う

も
大
町
や
四
谷
は
す
れ
て
ゐ
て
い
け
な
い

よ
」
と
い
ふ
世
評
に
反
封
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
あ
る
。
此
虎
に
地
元
の
考

ヘ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
横
た
は
つ
て
ゐ

る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
若
し
以
上
の

几
て
が
僕
の
認
識
不
足
な
ら
ば
幸
で
あ
る

（
渡
邊
公
平
Ｘ
二
Ｔ

二
・
一
一
）

◇

　
　
　
◇
　
　
　
◇

フ
ア
ン
タ
の
末
朝

数
年
前
は
る
ば
る
チ
ロ
ー
ル
の
片
田
舎

か
ら
や
つ
て
来
た
お
蔭
で
我
が
図
の
ス
キ

ー
ヤ
ー
に
ヘ
ツ
ピ
リ
腰
の
フ
オ
ー
ム
が
流

行
し
た
の
で
想
ひ
出
す
例
の
シ
ユ
ナ
イ
ダ

ー
が
最
近

貪＞
餞

∽
多
〓
●
『”り
“５
こ

と

い
ふ
と
ん
で
も
な
い
本
を
出
し
た
。
シ
ュ

ナ
イ
ダ
ー
を
ス
キ
ー
の
紳
様
扱
ひ
に
し
た

り
、
世
界
的
英
雄
に
祭
り
上
げ
た
り
し
た

連
中
は
是
非

一
讀
す
る
が
よ
い
。
と
か
く

日
本
人
は
外
囲
人

と
見

る
ル
、

そ
の
人

の
教
養
と
か
人
格
と
か
を
全
く
考
慮
し
な

い
で
、
程
度
以
上
に
馬
鹿
騒
ぎ
を
し
て
却

つ
て
軽
蔑
さ
れ
る
傾
き
が
あ
る
が
、
こ
の

シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
な
ど
は
そ
の
好

い
例
で
あ

る
。
此
の
本
に
就
い
て
は
い
づ
れ
稿
を
改

め
て
御
紹
介
申
上
げ
る
こ
と
に
す
る
が
、

シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
を
祭
り
上
げ
た
張
本
人
の

フ
ア
ン
ク
と
言
ふ
人
物
が
折
よ
折
丁
度
目

本
に
来
て
居
る
の
で
、
思
ふ
こ
と
を
断
片

的
に
述
べ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

フ
ア
ン
ク
は
今
更
中
す
迄
も
な
い
程
我

が
園
で
は
有
名
な
山
岳
映
費
の
製
作
者
で

あ
り
、
今
度
の
来
朝
は
日
本
の
員
の
姿
を

親
察
し
、
日
本
の
山
岳
映
費
を
つ
く
り
又

日
本
を
題
材
と
す
る
劇
映
費
を
製
作
す
る

た
め
だ
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
私
は
固
よ
り

典
費
批
評
家
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
山

登
り
や
ス
キ
ー
を
愛
好
す
る
者
の
一
人
と

し
て
彼
の
来
朝
に
就
い
て
の
種
々
な
問
題

に
鯛
れ
た
い
と
思
ふ
。

先
づ
第

一
に
考

へ
て
見
た
い
の
は
フ
ア

ン
タ
の
日
本
に
封
す
る
認
識
の
程
度
の
問

題
で
あ
る
。
シ
ユ
ナ
イ
ダ
ー
は
日
本
の
事

情
な
ど
特
に
理
解
し
な
く
と
も
た
ゞ
ス
キ

ー
術
さ
へ
教

へ
、
又
自
分
の
ス
キ
ー
を
見

せ
て
帰
れ
ば
そ
れ
で
い
ヽ
の
で
あ
つ
て
、

な
ま
じ
つ
か
な
本
を
書
い
た
も
の
だ
か
ら

お
里
が
知
れ
た
と
い
ふ
位
の
話
で
済
ん
だ

の
で
あ
る
が
、
フ
ア
ン
ク
は
さ
う
は
行
か

な
い
．
と
に
か
く
日
本
の
山
登
り
な
リ
ス

キ
ー
の
装
逹
位
頭
に
入
れ
て
置
い
て
頂
か

な
く
て
は
と
て
も
日
本
を
海
外
に
紹
介
す

る
や
う
な
映
蓋
は
製
作
出
来
な
い
。
そ
こ

で
彼
の
爽
朝
の
事
情
を
考

へ
て
見
る
に
、

常
事
者
の
一
人
で
あ
る
川
喜
多
氏
は
彼
を

招
聘
し
た
意
日
を
次
の
や
う
に
述
べ
て
居

る
。

「
フ
ア
ン
タ
の
得
意
と
す
る
キ
ヤ
メ
ラ

藝
術
に
撮
さ
れ
た
日
本
の
姿
？
　
私
た

ち
は
、
こ
ゝ
に
新
し
く
、
美
し
い
日
本

を
、
映
費
の
中
に
建
設
し
て
行
き
た
い

の
で
あ
り
ま
す
。
世
界
に
、
も
う

一
度

日
本
を
見
直
す
機
會
を
興

へ
た
い
の
で

す
。」
（
篠
黙
筆
者

「
山
小
屋
」
第
四
十

九
競
　
二
五
頁
）

近
年
日
本
に
封
す
る
世
界
の
認
議
不
足
を

是
正
し
、
海
外
に
正
し
い
日
本
の
姿
を
紹

介
し
よ
う
と
す
る
所
謂
國
際
文
化
事
業
が

熱
心
に
行
は
れ
つ
ヽ
あ
る
の
で
あ
る
が
、

フ
ア
ン
ク
の
招
膳
も
か
ヽ
る
意
固
に
出
で

た
も
の
と
し
て
、
彼
の
日
本
に
封
す
る
認

識
の
程
度
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

今
日
の
ド
イ
ツ
に
於
て
は
、
勿
論
充
分
で

は
な
い
け
れ
ど
も
回
外
に
出
る
こ
と
な
く

し
て
普
通

一
般
の
日
本
に
封
す
る
常
識
的

な
理
解
に
事
快
か
ぬ
筈
で
あ
る
が
、
彼
の

頭
の
中
に
は
日
本
に
到
着
す
る
迄
、
フ
ジ

ヤ
マ
、
ダ
イ
ン
ヤ
の
程
度
の
智
識
し
か
無

か
つ
た
の
で
あ
る
。

勿
論
単
な
る
一
個
の
映
費
製
作
者
と
し

て
の
彼
に
學
術
的
な
日
本
研
究
を
豫
め
ギ

つ
て
来
い
な
ど
と
言
ふ
課
で
は
な
い
が
、

東
京
騨
に
清
い
て
丸
ノ
内
の
近
代
建
築
物

に
驚

い
て
我
が
近
代
的
な
文
明
の
資
逹
と

い
ふ
貼
に
金
ぐ
認
識
不
足
振
り
を
曝
露
し

た
事
は
、
彼
の
教
養
の
程
度
を
は
窺
し
む

る
に
足
る
と
思
ふ
。
日
本
語
は
勿
論
英
語

で
さ
へ
も
語
り
得
な
い
彼
が
全
然
豫
備
的

智
識
な
く
し
て
短
日
月
の
間
に
日
本
紹
介

の
映
費
を
作
ら
う
と
い
ふ
の
だ
か
ら
そ
の

心
臓
の
張
さ
に
呆
れ
る
が
、
そ
の
指
導
に

苦
勢
し
て
ゐ
る
観
光
局
の
人
を
見
る
と
氣

の
毒
に
堪
ぇ
な
い
。

第
二
に
問
題
と
な
る
の
は
彼
に
封
す
る

繊
が
ス
キ
ー
界
、
山
岳
界
の
態
度
で
あ
る

フ
ア
ン
タ
が
純
然
た
る
映
費
人
で
あ
つ
て

決
し
て
山
岳
人
と
か
ス
キ
ー
ャ
ー
と
し
て

世
界
的
に
名
蜂
を
有
す
る
も
の
で
な
い
こ

と
は
剣
り
き
つ
た
事
で
あ
つ
て
、
彼
を
迎

ふ
る
に
は
映
豊
界
の
人
逹
を
以
て
す
れ
ば

充
分
で
あ
る
．
彼
の
作
品
か
必
ず
し
も
我

が
回
の
登
山
家
に
賞
講
せ
ら
れ
な
か
つ
た

所
以
は
我
が
図
の
山
岳
界
の
水
準
が
彼
の

作
品
に
映
Ｌ
出
さ
れ
る
も
の
に
比
し
て
劣

る
も
の
で
な
か
つ
た
事
に
よ
る
の
み
な
ら

ず
登
山
家
の
立
場
か
ら
は
到
底
許
す
べ
か

ら
ぎ
る
場
面
が
屋
々
描
か
れ
た
こ
と
が
あ

つ
た
か
ら
に
よ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
フ
ア

ン
タ
自
身
も
商
品
と
し
て
の
自
己
の
作
品

が

一
般
民
衆
の
一
番
低
い
文
化
僣
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
に
依
つ
て
賣
れ
る
の
だ
と
い

ふ
位
の
こ
と
は
知
つ
て
み
る
で
あ
ら
う
か

ら
、
従
つ
て
自
分
が
何
も
山
岳
家
で
あ
つ

た
り
、
ス
キ
ヤ
ー
で
あ
る
必
要
も
な
い
の

で
あ
る
．
偶
々
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
や
ト
レ
ン

カ
ー
の
や
う
な
愧
儡
を
使
つ
て
、
之
を
利

用
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
彼
の
今
日
の
名

犀
を
得
た
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
従
つ
て
我
が
山
岳
界
は
全
く
彼
の

木
朝
に
無
開
心
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
然

る
に
我
が

一
般
山
岳
界
の
態
度
に
は
あ
ま

り
に
無
批
判
に
フ
ア
ン
ク
を
持
ち
上
げ
す

ぎ
る
傾
な
し
と
し
な
い
．
誠
に
驚
き
入
っ

た
奇
怪
事
で
あ
り
、
フ
ア
ン
ク
散
迎
含
が

郡
下
山
岳
園
鎧
合
同
で
開
催
さ
れ
る
な
ど

若
し
事
責
と
す
る
な
ら
ば
、
我
が
山
岳
界

の
名
番
の
た
め
遺
憾
至
極
で
あ
る
。
こ
の

主
催
者
は
日
本
紹
介
者
と
し
て
、
外
國
人

の
教
養
に
封
す
る
自
己
の
認
識
不
足
が
我

が
関
の
員
の
姿
を
世
界
に
紹
介
す
る
こ
と

を
如
何
に
阻
害
し
て
居
る
か
を

一
應
考
慮

し
て
欲
し
い
。
こ
ん
な
例
は
従
来
と
て
も

屁
々
繰
返
さ
れ
た
事
で
日
本
人
の
お
め
て

た
さ
加
減
を
世
界
に
紹
介
す
る
こ
と
の
他

何
物
で
も
な
い
こ
と
を
よ
く
考

へ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

第
二
に
、
で
は
わ
ざ
′
ヽ
や
つ
て
来
た

フ
ア

ン
タ

に
何
を
望
む
か
と
い
ふ
事
に

な
る
。
奥
費
界
の
方
か
ら

フ
ア

ン
タ
ヘ

の
注
文
は
も
う
ち
や
ん
と
つ
け
ら
れ
て
居

る
で
あ
ら
う
か
ら
、
今
此
虎
で
は
安
が
関

の
自
然
の
美
し
さ
の
紹
介
を
や
つ
て
貰
ふ

こ
と
だ
け
を
注
文
し
よ
う
。
海
凛
宣
博
映

費
と
い
ふ
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
先
づ
日

本
と
い
ふ
関
を
全
然
知
ら
な
い
外
関
人
に

見
せ
る
た
め
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
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い
。
だ
か
ら
突
然
奇
妙
な
服
装
を
し
た
お

祭
や
み
す
ば
ら
し
い
農
家
な
ど
を
見
せ
ら

れ
た
外
国
人
は
全
く
日
本
に
封
す
る
認
識

を
誤
つ
て
し
ま
ふ
。
と
に
か
く
エ
キ
ゾ
テ

イ
ツ
タ
な
欧
米
と
は
全
く
異
つ
た
文
化
を

持
つ
國
だ

と

い
ふ
先
入
期
を
持
つ
て
ゐ

る
人
達
に
紳
秘
の
東
洋
の
口
を
紹
介
す
る

際
に
精
神
文
明
を
如
何
に
張
調
し
よ
う
と

無
駄
で
あ
る
。
物
質
文
明
的
方
面
の
紹
介

こ
そ
無
智
な
外
人
に
正
し
い
認
識
を
興

へ

る
も
の
で
あ
る
。
フ
ア
ン
ク
の
好
奇
心
が

如
何
に
表
現
さ
れ
る
か
知
ら
な
い
が
、
彼

に
は
、
文
句
の
出
よ
う
も
な
い
山
岳
風
景

で
も
撮
つ
て
行
く
こ
と
を
勘
め
た
い
。
若

し
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
も
登
場
す
る
な
ら
ば

一

流
の
人
達
を
煩
し
た
い
。
と
に
か
く
フ
ア

ン
ク
‐ｔ
日
本
滞
在
中

一
生
懸
命
に
勉
張
し

て
行
き
詰
つ
た
自
分
の
山
岳
映
書
に
新
生

画
を
開
く
や
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
彼
に

と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
だ
し
、
今
が
好

き
機
會
で
あ
る
と
思
ふ
。

要
す
る
に
フ
ア
ン
ク
の
末
朝
に
よ
つ
て

我
々
が
得
た
も
の
は
、
日
本
の
山
岳
界
の

教
養
の
程
度
が
ま
だ
ま
だ
国
際
的
に
進
出

す
る
程
の
賓
力
を
持
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
ヽ

海
外

へ
の
■
偉
事
業
に
封
す
る
頭
騰
の
幼

稚
な
こ
と
が
見
事
に
曝
露
さ
れ
た
と
い
ふ

憐
れ
む
べ
き
事
を
は
つ
き
り
と
見
せ
つ
け

ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
中
屋
健
式
）

◆

◇

０
新

刊

紹

介
◆

¨
修
駿
行
者
の
旅
日
記

『
日
本
九
峯
修
行
日
記
』

我
國
登
山
道
の
壼
展
に
於
け
る
修
瞼
道

の
功
績
は
、
今
更
贅
言
を
要
せ
ぬ
も
の
で

あ
る
が
、
本
書
は
そ
の
一
派
の
行
者
故
野

田
成
亮
分
に
よ
る
修
行
日
記
で
あ
つ
て
共

は
又
と
得
難
い
、
経
ま
つ
た
資
料
で
あ
る

こ
れ
に
よ
つ
て
、
我
々
は
彼
等
行
者
の
行

蹟
、
風
脅
と
同
時
に
、
常
時
の
我
國
の
郷

土
風
俗
の
牛
面
を
も
知
り
得
る
の
で
あ
る

原
本
は
、
六
巻
か
ら
成
る
篤
本
で
あ
る

が
、
危
く
散
供
を
逃
れ
、
そ
の
全
部
が
成

亮
翁
壼
百
蓋
回
の
忌
辰
を
期
し
て
、
昭
和

十
年

一
月
杉
田
直
氏
の
努
力
に
よ
り
複
刻

公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

野
田
家
は
、
宮
崎
佐
土
原
に
あ
つ
て
、

代
々
修
瞼
道
を
博

へ
て
ゐ
た
ら
し
い
が
、

泉
光
院
成
亮
翁
も
こ
の
家
に
上
れ
、
修
験

道
の
布
教
に
努
め
、　
一
方
揚
柳
軒

一
葉
と

琥
し
、
俳
句
を
よ
く
し
、
天
保
六
年

（
一

人
三
五
年
）
八
十
歳
を
以
つ
て
歿
し
た
。

修
瞼
道
の
家
に
生
れ
乍
ら
、
企
國
行
脚

を
せ
ぬ
の
は
、
恥
で
あ
る
と
考

へ
、
齢
五

十
六
に
し
て
領
主
の
許
を
得
、
釜
年
五
十

七
歳
そ
の
途
に
上
り
、
文
化
九
年
九
月
よ

り
文
政
元
年
ま
で
満
六
ケ
年
餘
を
以
つ
て

無
事
故
里
の
上
を
ふ
ん
だ
の
で
あ
る
。『
風

雨
寒
暑
と
た
ヽ
か
ひ
、
難
行
苦
行
を
績
け

托
鉢
行
脚
を
な
し
、
全
国
の
名
山
大
川
を

跛
渉
し
、
名
所
奮
蹟
を
さ
ぐ
り
、
神
砒
佛

閣
を
巡
舞
し
つ
ヽ
各
地
の
政
事
、
人
情
、

地
理
、
風
俗
に
至
る
ま
で
、
筆
に
委
せ
て

記
し
た
る
族
日
記
』

が
本
著
な

の
で
あ

る
。
毎
日
々
を
通
ふ
て
丹
念
に
、
簡
素
に

（
今
時
の
我
々
に
は
、
苦
手
な
文
機
で
あ

る
が
）
か
ヽ
れ
、
常
時
の
行
者
の

『
難
行

苦
行
』
の
跡
を
よ
く
憚

へ
て
ゐ
る
。
方
々

の
村
か
ら
所
薦
を
頼
ま
れ
て
思
は
ず
十
日

位
を
滞
留
し
た
り
、
衣
類
の
洗
濯
が
乾
か

な
い
で
本
意
な
く
二
三
日
滞
在
す
る
。
長

時
で
は
パ
テ
レ
ン
芝
居
を
見
物
し
て
驚
き

立
山
に
登
つ
て
需
鳥
に
驚
異
の
限
を
瞳
る

な
ど
、
そ
う
し
た
放
浪
の
生
活
が
、
ま
た

分
の
得
意
と
す
る
俳
句
を
綾
混

へ
て
巧
み

に
簡
素
に
書
き
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

白
山
に
登
っ
て

『
六
月
に
雲
路
む
峯
の

恐
ろ
し
し
』
富
士
に
登
っ
て

『
見
下
せ
ば

三
千
世
界
丸
裸
』
な
ど
、
ま
た
『
ゆ
う
ノ
ヽ

と
行
脚
も
桃
の
節
句
か
な
』
な
ど
、
筆
者

の
境
地
が
よ
く
に
ビ
み
出
て
居
る
。

こ
の
日
記
は
、
丹
念
に
讀
め
ば
讀
む
ほ

ど
ぅ
面
白
い
も
の
だ
が
、本
書
は
六
百
頁
近

い
大
分
な
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
日
記
の

詳
細
を
紹
介
す
る
の
は
他
の
機
會
に
し
、

こ
ゝ
で
は
翁
の
登
出
し
た
山
に
つ
い
て
一

言
し
て
、
紹
介
に
代
へ
や
う
。
『
九
峯
』

と
い
ふ
は
、
英
彦
、
石
槌
、
箕
面
、
金
剛

大
峰
、
熊
野
、
富
士
、
蒻
黒
、
湯
殿
の
九

峯
で
あ
る
が
、
分
の
登
つ
た
の
は
必
ず
し

も
九
峯
に
限
ら
な
い
。
文
化
九
年

（
一
人

一
二
年
）
宮
崎
佐
土
原
を
嚢
足
、
九
州
の

市
端
の
開
聞
岳
に
先
づ
登
り
、
北
上
し
て

阿
蘇
、
西
し
て
雲
仙
に
登
り
、
長
時
で
十

年

（
一
人
一
三
年
）
の
正
月
を
迎

へ
、
筑

紫
を
巡
舞
し
て
久
留
米
、
大
分
を
経
て
英

彦
、
求
菩
提
に
登
り
、
中
国
に
渡
り
、
三

田
尻
で
十

一
年

（
一
人
一
四
年
）
の
正
月

を
迎
ふ
．
そ
れ
か
ら
山
陰
道
を
東
し
、
大

山
、
船
上
山
を
登
り
、
敦
賀
よ
り
京
都
に

出
で
耐
知
山
に
至
る
。
十
二
年

（
一
八
一

五
年
）
に
は
近
江
路
よ
り
北
陸
道
に
出
で

六
月
白
山
に
登
り
、
富
山
よ
り
駕
籠
渡
で

飛
騨
高
山
に
入
り
、
東
韓
し
て
野
奔
峠
を

松
本
に
至
り
、
更
に
中
仙
道
を
甲
府
に
出

で
、
身
延
、
御
嶽
に
歩
詣
す
。

十
二
年

（
一
八
一
六
年
）
更
に
行
脚
を

っ
ゞ
け
江
戸
に
出
で
、
高
崎
を
超
て
日
光

に
出
で
ゝ
足
尾
、
赤
城
、
迦
葉
、
棒
名
、

妙
義
を
組
て
信
濃
路
に
入
り
、
満
間
に
登

り
小
諸
を
紅
て
善
光
寺
に
詣
で
、
戸
隠
を

経
て
糸
魚
川
を
廻
り
岩
ク
ラ
よ
り
立
山
に

登
る

（
六
月

。ヽ　
引
返
し
て
出
勿
三
山
及

び
鳥
海
山
に
登
り
韓
じ
て
新
庄
よ
り
仙
裏

に
入
り
石
巻
松
島
を
見
物
再
び
山
形
に
返

し
、
會
津
、
那
須
、
水
戸
、
土
浦
と
来
て

こ
ゝ
で
年
を
新
に
し

（
一
八
一
七
年
）
房

線
を
廻
つ
て
江
戸
に
来
り
、
東
海
道
を
下

り
伊
豆
に
至
り
、
返
し
て
須
山
に
よ
り
六

月
富
士
に
往
復
、
後
九
海
道
を
下
つ
て
志

摩
で
、
年
を
重
ね

（
文
政
元
年
―

一
八
一

八
年
）
紀
伊
を
巡
つ
て
熊
野
、
高
野
に
詣

で
、
吉
野
に
入
り
、
奈
良
よ
り
箕
面
を
超

て
大
阪
に
至
り
、
更
に
山
陽
道
を
西
へ
四

国
に
渡
り
大
分
を
紅
て
十
一
月
七
日
無
事

故
郷
に
帰
る
。

行
程
に
直
し
た
ら
何
粁
あ
る
か
、
族
に

出
た
の
が
五
十
七
歳
で
あ
つ
た
か
ら
、
帰

つ
た
の
は
六
十
三
歳
の
詳
で
、
北
は
鳥
海

か
ら
、
立
山
、
白
山
、
富
士
と
南
は
開
聞

岳
に
至
る
ま
で
、
こ
の
年
配
で
行
脚
し
績

け
た
分
の
意
気
の
旺
ん
な
る
こ
と
、
又
驚

異
と
も
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
（
黒
＝
孝
雄
）

◆

山
岳
日
書
展
覧
書
日
録
別
冊

ヒ
瓢
　
並
製
金
五
十
錢
也

ヽ
途
料
ノ

メ
ー
　
上
製
金
登
同

也

／
四
錢
ヽ

◇

「
山
岳
」
合
本
用
表
紙

一
、
上
質
パ
ツ
ク
ラ
ム

（
友
青
色
）

二
、
背
、
山
岳
第
何
年
西
暦
を
押
す
。

三
、
ビ
ラ
は
画
面
に
會
章
を
押
す
。

四
、
前
後
見
返
し
茨
木
費
伯
筆
。

五
ゝ

一
年
分
合
本
用
表
紙
の
み
を
所
要
の

場
合
、
五
十
錢

（
途
料
本
會
負
指
）

六
、
雑
誌
を
本
會

へ
途
付
さ
れ
る
場
合
製

本
料
共

一
回

（
返
途
料
本
會
負
指
）

◇

「
會
報
」
綴
込
用
表
紙

一
、
ビ
ラ
は
濃
緑
色
レ
ザ
ー
、
會
章
押
捺

二
、
背
は
濃
紺
色
ク
ゴ
ー
ス
。

三
、
代
金
四
十
銭

（
途
料
本
會
負
携
）

御
入
用
の
方
は
振
替
又
は
小
鴛
替
に

て
御
中
越
下
さ
い
。

◇

「
會
　
報
」
△
日
　
本

一
、

一
脱
よ
り
五
十
琥
ま
で
の
合
本
表
紙

出
来
。

二
、
盤
裁
會
報
綴
込
用
表
紙
に
準
ず
。

三
、
代
金

一
回

（製
本
料
、
途
料
共
）

◇

振
替
口
座
東
京
四
人
〓
九
番

◆

0

◇
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